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●　ＣＯＶＥＲ

　切磋琢磨で強くなる！！
　　放課後アクティブスポーツクラブ

●　ＣＯＶＥＲ

　切磋琢磨で強くなる！！
　　放課後アクティブスポーツクラブ



▼防災情報やイベント情報など、
　町からの行政情報をＬＩＮＥで
　配信しています。

登録はこちらから！
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かねやま わん とぴ

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

オンリーワンな町のナンバーワンをさがせ！

　平成27年の宮中歌会始の儀に
おいて皇太子殿下（現天皇陛下）
は、「山あひの紅葉深まる学び舎
に本読み聞かす声はさやけし」と
詠まれました。これは平成26年
の遊学の森で開催された全国育樹
祭の際に金山小に来校された時の
ことを詠まれたものです。金山小に
とっては特別な名誉であり、これを
記念し、新たな伝統を築いていこう

と金山小歌会始が始まりました。
　５・６年生の児童76名は、新
庄龍山短歌会（山田拓代表）の皆
さんから指導を受け、短歌につい
ての理解を深め、自分なりの歌を
詠みました。
　今年は３年ぶりに発表会を開催
し、最優秀・優秀作品に選出され
た９名が緊張しながらも心を込め
て短歌を詠みました。最優秀作品

に選ばれた笹原夏鈴さんは、明安
小学校で過ごした思い出を通学時
に思い出しながら、冬が近づいて
いることを31文字に詰め込みま
した。５年柴田結月さんは「６年
生の作品はどれも目標となる短歌
だった。今の自分は短歌を詠むこ
とが苦手だけど、これから言葉を
磨いていきたい」と感想を述べて
いました。
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広報かねやま

KANEYAMA
２月行事予定表

１（水）
２（木）
３（金）
４（土）
５（日）

６（月）

７（火）

８（水）

９（木）
10（金）
11（土）
12（日）
13（月）
14（火）

15（水）

16（木）
17（金）
18（土）
19（日）
20（月）
21（火）
22（水）
23（木）
24（金）
25（土）
26（日）

27（月）

28（火）

すこやか相談

ジモト大学辞令発表会

心配ごと相談

コンディショニングヨガ④

ブックスタート

乳児健診

全国中学スキー大会（長野県）

全国高校スキー大会（上山市）

介護予防スマホ教室

金山小新入生一日入学

認定こども園めごたま入園説明会

ベビーマッサージ教室

離乳食講座

コンディショニングヨガ⑤

１・２歳児歯科健診

読み聞かせ・お話し会

すこやか相談

プレベビーマッサージ教室

神室雪まつり

コンディショニングヨガ⑥

金山小授業参観

当初予算議会内示会

マタニティ教室

第66回白銀少年スキー大会

交流人口拡大に向けた研修会

心の健康相談

心配ごと相談

ソーシャルイノベーション創出モデル事業活動報告会

　晴れ間が見えた１月下
旬。放課後アクティブス
ポーツスクールに参加す
る児童たちがクロカンス
キーの練習をしていまし
た。何度転んでもすぐに
立ち上がり、走り出す姿
が印象的でした。

＝今月の表紙＝

■
２
月
・
３
月
の
健
康
標
語
■

　趣味活動での寄稿だけでなく、地域の子
どもたちに短歌に親しんでもらい、感性を
磨いてもらうための教育活動も行っている。
今回も素晴らしい作品ばかりで甲乙つけが
たく審査するのが難しかった。短歌は言い
たいことを31文字にぎゅっと詰め込むこ
とで、感動や感激を表現するもの。今回だけ
でなく引き続き言葉を磨いていってほしい。

（
書
）吉
村
美
栄
子
県
知
事

（
歌
）皇
太
子
殿
下

金山小  歌会始
日本語の良さに気づき、感性を豊かに

①体言止めの結句で
余韻がより伝わると
評価された小野さん
の歌②緊張しながら
も発表する笹原さん
③山田先生による入
賞作品の解説

新庄龍山短歌会
　山田　拓　先生

●入賞作品
【
最
優
秀
作
品
】

●
山
々
の
紅
葉
の
景
色
は
真
っ
白
に
　
あ
っ
と
い
う
間
に
金
山
は
冬
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
葉
月

●
初
雪
に
吐
く
息
白
い
通
学
路
　
入
学
か
ら
の
つ
も
る
思
い
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
原
　
夏
鈴

●
木
々
の
枝
白
く
色
づ
き
冬
も
よ
う
　
友
の
「
お
は
よ
う
！
」
吐
く
息
白
く
　
　
　
　
三
條
　
夏
希

●
山
々
の
木
々
は
す
っ
か
り
雪
化
粧
　
銀
に
輝
く
金
山
の
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
　
琉
葵

【
優
秀
作
品
】

●
初
雪
は
音
な
く
あ
た
り
を
白
く
そ
め
　
は
し
ゃ
ぐ
心
を
運
ん
で
く
る
の
か
　
　
　
　
小
野
　
樹
里

●
冬
が
来
て
雪
が
静
か
に
降
り
つ
も
る
　
本
当
は
寝
て
た
い
休
日
の
朝
　
　
　
　
　
　
庄
司
　
希
旺

●
ふ
と
白
い
粉
が
舞
い
降
り
ひ
ん
や
り
と
　
冬
の
厳
し
さ
思
い
浮
か
べ
る
　
　
　
　
　
星
川
　
雄
哉

●
雪
が
降
る
こ
た
つ
で
み
か
ん
み
ん
な
し
て
　
な
べ
の
に
お
い
が
お
い
し
そ
う
だ
よ
　
正
野
　
柚
稀

●
う
っ
す
ら
と
し
も
が
ふ
り
ゆ
く
紅
葉
に
　
き
れ
い
な
秋
も
終
わ
り
を
つ
げ
る
　
　
　
松
田
　
聖
也

① ②

③



　
２
月
に
入
り
、
金
山
町
も
冬
景
色
が
一

層
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
町
は
、
全
国
で
も
有
数
の
降
雪
量
・

積
雪
量
が
多
い
地
域
と
し
て
「
特
別
豪
雪

地
帯
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
に
と
っ
て
、
冬
期
間
の

「
雪
」
は
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
存
在

と
な
っ
て
お
り
、
雪
に
よ
り
生
活
が
困
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
町
で
は
除
雪
事
業
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
除
雪
路
線
延
長
は
、
車
道
部

１
０
０
・
６
㎞
、
歩
道
部
４
㎞
と
な
っ
て

お
り
、
除
雪
作
業
は
、
除
雪
機
械
13
台
を

町
内
に
配
備
し
、
10
班
編
成
で
作
業
に
あ

た
り
、
道
路
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
安
全
な
道
路
確
保
と
、
快
適

な
生
活
の
た
め
、精
一
杯
尽
力
し
ま
す
が
、

大
雪
時
に
は
作
業
に
遅
れ
が
出
た
り
、
水

上
が
り
が
発
生
し
て
し
ま
う
な
ど
行
政
の

力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
道
路
へ

の
投
雪
を
し
な
い
、
流
雪
溝
に
は
少
し
ず

つ
入
れ
る
、
水
上
が
り
が
発
生
し
た
時
は

近
隣
住
民
で
解
決
す
る
な
ど
、
お
互
い
の

理
解
と
協
力
の
も
と
で
生
活
す
る
こ
と
で

冬
期
間
の
生
活
が
快
適
に
な
り
ま
す
の

で
、
地
域
全
体
で
協
力
し
て
冬
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。
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●
町
道
除
雪
に
つ
い
て

町
か
ら
の
お
願
い
●

安
全
な
除
雪
作
業
の
た
め
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
路
上
駐
車
は
厳
禁

　
道
路
に
雪
は
出
さ
な
い

　
雪
を
置
か
れ
て
困
る
場
所
に
は
赤

旗
を

　
屋
根
の
雪
が
直
接
道
路
へ
落
ち
な

い
よ
う
に
対
策
を

　
道
路
に
張
り
出
し
た
立
木
や
枝
は

伐
採
等
の
処
理
を

　
除
雪
に
関
す
る
要
望
・
苦
情
等
は

区
長
さ
ん
を
通
し
て

　
雪
を
置
か
せ
て
い
た
だ
く
場
所
や
、

農
耕
地
等
へ
の
投
雪
等
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

冬の道路除雪はお任せください！

　特別豪雪地帯の金山町において、雪処理は冬期間
の生活を営むために欠かすことのできない日々の作
業となっています。
　私たち除雪班は路線のパトロールを徹底し、降雪・
積雪の状況を見極め、安心安全な雪道の確保のため
に班員一同で体調管理に気を付けて取り組んでいま
す。また、近年の異常気象にみられるように、一晩
にして大雪が降る可能性があります。日頃から大雪
に備える心構えを持ち、丁寧な作業を心がけていき
ますので、作業に対するご理解とご協力をお願いし
ます。

若い力で地域のため頑張ります！

　今年の除雪班は例年より３人少ない17人体制で
始まりました。
　金山町の除雪班で働き始めて今年で５年目になり
ましたが、除雪班の中ではまだ若輩者です。先輩方
に教わりながら、日々丁寧な除雪を心がけています。
　豪雪地帯である金山では、除雪は欠かすことので
きない仕事です。表立った成果が見えにくい仕事で
すが、町民の皆さんの当たり前の日常を守ることの
やりがいと責任のある仕事を、私たち若い世代でつ
ないでいけるように頑張ります。

流雪溝水路の利用について

大雪の日は、水路への投入は手作業で行い、必要最
小限としましょう。
水上がりしたら、地域内で水上がりを理解し、相互
の協力で解決しましょう。
水上がりの知らせがあった際は、水路への雪の投入
は絶対にやめてください。
流雪溝タイプのグレーチングは、除雪作業が終了し
たら、安全のため閉めるようにしましょう。

　補助対象要件等を満たし、交付手続きの事務が年
度内に完了する場合は、予算の範囲内で購入費用を
補助します。
●対象者　町内に住所を有する個人
●補助対象要件
①購入（中古含む）により取得した除雪機、ホイー
ルローダ、バックホウ及び農耕用機械に装着す
る除雪用アタッチメント。（個人間での売買は
対象外）
②令和５年３月31日までに納品されること。
●補助金額
購入費の４分の１以内で上限10万円

●事　　業　金山町除雪費支給事業
●対 象 者　住民税が課税されていない世帯で
①病弱な一人暮らし高齢者もしくは高齢者夫婦
②心身障がい者で病弱な方
③前述と同程度と認められる方
●対象経費　上限96,000円

〔経費の９割（最大86,400円）を支給〕
※1 三親等内の親族から支援を受けられる場合を
除く。

※2 対象経費については、豪雪対策本部設置に伴い、
増額しています。

町
全
体
で
協
力
し
合
い

　
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

七日町地区内での排雪作業の様子

家庭用除雪機の購入費用を補助します自力で除雪ができない高齢者に対し　
除雪・雪下ろし費用を町が補助します

新たに小型ロータリを納車！ 
　除雪作業の効率性・機動性が向上しました！

町道の除雪（除雪機購入費補助金交付事業など）
県道の除雪
国道の除雪
高齢者宅等の除排雪（除雪費支援事業など）
農業用施設等の災害（ハウスや樹木の除排雪など）
雪による災害（給油時の油漏れ発生時など）

雪による災害（除雪・雪下ろし中の事故など）

電線について（雪による垂れ下がりや断線など）

役場 環境整備課 管理係
最上総合支庁 道路計画課
新庄国道維持出張所
役場 健康福祉課 福祉係
役場 産業課 農政係
消防署金山支署
新庄警察署金山駐在所
役場 町民税務課 くらし安全係
東北電力コールセンター
ＮＴＴ東日本

☎29－5627（直通）
☎29－1397
☎22－1581
☎29－5613（直通）
☎29－5644（直通）
☎52－2913
☎52－2922
☎29－5609（直通）
☎0120－175－366
☎0120－444－113

わたしたちが町道の除雪作業を行っています！

雪に関する問い合わせはこちらへ

金山町除雪班
　中村　純平さん（三枝）

金山町除雪班　班長
　須藤　謙さん（楢台）
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12
月
20
日
、
新
庄
南
高
金
山
校

生
徒
に
よ
る
金
山
ま
ち
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
役
場
若
手
職
員

を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
グ

ル
ー
プ
ご
と
議
論
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
農
家
の
減
少
に
ど
う

対
処
す
べ
き
か
、
医
療
・
福
祉
体

制
の
強
化
、
空
き
家
を
使
っ
た
生

活
支
援
ハ
ウ
ス
の
提
案
な
ど
。
町

が
抱
え
る
課
題
に
対
し
真
剣
に
、

そ
し
て
高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟

な
発
想
で
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　
佐
藤
町
長
は
「
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
現
状
と
課
題
の
整
理
、

そ
し
て
解
決
策
の
提
言
は
と
て
も

大
変
だ
っ
た
と
思
う
が
、
自
分
の

考
え
を
述
べ
、
他
の
意
見
を
聞
く

こ
と
は
ど
の
場
面
で
も
大
切
な
こ

と
。
実
現
で
き
れ
ば
お
も
し
ろ
い

ア
イ
デ
ア
も
あ
り
、
充
実
し
た
時

間
だ
っ
た
」と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

山
校
生
徒
が
ま
ち
づ
く
り
を
提
案

金
山
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

金
　
１
月
８
日
、
町
消
防
団
幹
部

及
び
消
防
署
金
山
支
署
長
を
招

集
し
た
消
防
団
幹
部
年
頭
集
会

が
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
柴
田
純
一
団
長
が
「
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
、
普
段
か
ら
予
防
活
動
や
訓

練
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

と
訓
示
。
佐
藤
町
長
の
激
励
の

　
１
月
５
日
、
も
が
み
北
部
商

工
会
金
山
支
部
と
町
経
営
者
懇

話
会
が
主
催
す
る
新
年
祝
賀
会

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
商
工

関
係
者
や
経
営
者
懇
話
会
会
員
、

各
地
区
区
長
な
ど
が
参
加
し
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
星
川
支

部
長
は「
止
ま
ら
な
い
物
価
高
騰

は
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
る
が
、
高
規
格
道

あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
佐
藤
誠
一

第
４
分
団
長
が「
防
火
の
誓
い
」

を
述
べ
、
出
席
し
た
皆
さ
ん
は

気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
、
消
防
自
動
車
25
台
が

町
内
で
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、
火
災
予
防
の
徹
底
を
呼
び

か
け
、
今
年
一
年
の
無
火
災
と

無
災
害
を
祈
念
し
ま
し
た
。

路
の
延
伸
に
伴
い
、行
き
た
い・

寄
り
た
い
町
づ
く
り
に
商
工
会

と
し
て
、町
と
そ
し
て
皆
さ
ん
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
癸
年
。
う
さ
ぎ
は
跳

び
は
ね
る
こ
と
か
ら
「
飛
躍
」

が
期
待
さ
れ
る
年
で
す
。
参
加

者
ら
は
飛
躍
の
年
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
２
日
、
役
場
町
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
か
ね
や
ま
未
来
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
、

町
の
明
る
い
未
来
の
創
造
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
内
の
農

業
協
同
組
合
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

商
工
会
や
地
域
の
代
表
の
方
々
を

か
ね
や
ま
未
来
会
議
専
門
検
討
委

員
と
し
、
町
の
政
策
の
方
向
性
や
、

事
業
施
策
の
実
施
状
況
を
評
価
し

て
い
た
だ
き
、
課
題
の
解
決
に
向

け
助
言
等
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
る

商
工
業
へ
の
支
援
や
、
商
品
券
の

配
布
な
ど
に
よ
る
経
済
支
援
、
高

齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
く
し
苑
の

環
境
整
備
に
つ
い
て
高
く
評
価
さ

れ
た
一
方
、
単
身
者
向
け
の
住
宅

の
整
備
や
、
健
康
づ
く
り
事
業
の

更
な
る
推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
宣
言
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

排
出
ゼ
ロ
事
業
の
取
り
組
み
な

ど
、
町
が
今
後
も
継
続
し
て
力
を

入
れ
る
べ
き
施
策
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
か
ね
や
ま
未
来
会
議
全
体
の
議

事
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
い
た
だ
き
、
ご
意
見
等
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

工
関
係
者
や
区
長
ら
が
集
ま
り
新
年
祝
賀
会

３
年
ぶ
り
に
開
催
し
親
睦
を
深
め
る

商

防
団
幹
部
年
頭
集
会

無
火
災
・
無
災
害
の
１
年
を
祈
念

消

ね
や
ま
未
来
会
議
を
開
催

令
和
３
年
度
事
業
の
評
価
を
い
た
だ
く

か　
小
野
テ
ル
子
さ
ん（
山
崎
）が

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
、人
権

擁
護
委
員
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
７
年
12
月
31
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。ま
た
、平
成

29
年
１
月
か
ら
２
期
を
務
め
ら

れ
、
こ
の
た
び
退
任
さ
れ
た
須

藤
幸
一
さ
ん（
田
茂
沢
）に
は
、

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
小
中
学

校
で
行
っ
て
い
る
人
権
の
花
運

動
な
ど
を
通
し
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
法
務
局
な

ど
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権

相
談
を
受
け
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
小
野
さ
ん
を
含
む
３

名
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
気
軽

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

権
擁
護
委
員
に
小
野
テ
ル
子
さ
ん
が
新
任

須
藤
幸
一
さ
ん
に
は
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た

人

　
町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
、
川
崎
栄
治
さ
ん

（
羽
場
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

川
崎
さ
ん
は
、
平
成
25
年
12
月

か
ら
委
員
を
務
め
ら
れ
、
こ
の

た
び
は
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

と
は
、
中
立
的
・
専
門
的
な
立

場
か
ら
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す

る
不
服
の
審
査
及
び
決
定
そ

の
他
の
事
務
を
行
う
行
政
委
員

会
で
す
。

　
川
崎
委
員
は
「
引
き
続
き
、

精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
任
期
は
令
和
７
年
12
月
22
日

ま
で
の
３
年
間
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

川
崎
栄
治
さ
ん
が
４
期
目
の
再
任

固

▼

国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
の
方
も
出
席

　
さ
れ
行
わ
れ
た
祝
賀
会

▼

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
年
頭

　
集
会
に
臨
ん
だ
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん

▼

第
５
次
金
山
町
総
合
発
展
計
画
に
対
す

　
る
令
和
３
年
度
の
町
の
事
業
に
つ
い
て

　
評
価
す
る
委
員
の
皆
さ
ん

▼

12
月
26
日
に
、
佐
藤
町
長
か
ら
ご
本
人
へ

　
辞
令
が
交
付
さ
れ
た

▼

山
形
地
方
法
務
局
新
庄
支
局
長
が
小
野
さ
ん

　
に
委
嘱
状
、須
藤
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
た

▼
町
職
員
か
ら
助
言
を
も
ら
い
な
が
ら
課
題
に
対
す
る
解
決
方
法
を
議
論
し
、
グ
ル
ー
プ

　
ご
と
発
表
し
た

町政ＮＥＷＳ



まちの
わだい

①食の力コーポレーションのやさしい大豆シリーズと
　濱取締役（左）、今坂開発部マネージャーが来庁された
②審査員特別賞を受賞したライスバーガー
③明安食学校での提供メニューの一部
④小さなお子さんも食べられるメニューとなっている

身近なわだい、お寄せください。　
総務課 広報情報係　☎29－5601

　１月７日に東京都で開催された、第17回東日本中学生
親善野球大会に金山中２年の阿部優翔さん（十日町）、庄
司倖生さん（内町）、横瀬陽南さん（谷口）が最上地区の選
抜チーム「最上BBC」として出場しました。惜しくも負
けてしまいましたが、コロナ禍で試合機会が少ないなか、
全国規模の大会を経験する良い機会となりました。選手の
これからの活躍に期待します！

　12月20日、認定こども園めごたまの年長園児を対象に
冬季交通安全教室が開催されました。これは、町内の国道
除雪を請け負う白岩土木建築㈱が毎年企画しているもの。
金山駐在所の笹署長から「除雪車はとても危険なので、絶
対に近づかないこと」などの説明のあと、実際に除雪車の
運転席に座り死角を確認したり、除雪するところを見学す
るなど、冬期間の安全な交通について学びました。

　町ではデジタルを活用した介護予防の仕組みづくりに取
り組んでおり、スマートホンやタブレットを安心して使用
できることを目的にスマホ教室を開催しました。参加者は
講師の㈱YCC情報システムの方や町職員と一緒に、電源
の入れ方や検索の仕方などを学びました。このスマホ教室
は２月８日と３月８日にも開催する予定ですので、ぜひご
参加ください。　問 健康福祉課医療介護係 ☎29－5625

　大場強さん（片貝）が、１月２日に100歳の誕生日を迎
えられ、佐藤町長からご本人へ賀詞やお祝い金が贈呈され
ました。健康長寿の秘訣は「水をたくさん飲むこと」だそ
うで、記念すべき100歳を「自宅で家族に囲まれて迎える
ことができたことを嬉しく思う」と話してくれました。こ
れからも健康に留意され、お過ごしください。100歳のご
長寿おめでとうございます！

　平成17年度金山中学校卒業の同窓生の皆さんから、町
へ５万円の寄附をいただきました。同窓生を代表して正野
翔也さん（七日町）と今村奈々さん（魚清水）が１月５日に
町長室を訪れ、佐藤町長へ手渡しました。「未来ある子ど
もたちの遊び場や、学習環境の整備に活用してほしい」と
の思いからの寄附です。大切に活用させていただきます。
ありがとうございました。

　旧明安小学校を利活用している食の力コーポレーション
が、にっぽんの宝物グランプリ「オンラインの部」で審査
員特別賞を受賞しました。商品は県産の発芽玄米と大豆、
そして農業法人エヌシップ（三枝）の野菜を使用したライ
スバーガー。１月20日、受賞したライスバーガーを佐藤
町長が実食しました。食の力コーポレーションでは「週末
だけの食堂」として、大豆ミートを使ったカラダと環境を
考えた食堂をオープンしています。ぜひご利用ください。

　12月25日に仙台市を会場に開催された第31回全日本中
学生・高校生管打楽器ソロコンテスト東北大会予選・南東
北大会に、金山中２年の栗田陽美華さんが出場し、見事銀
賞を受賞しました。栗田さんは「日頃積み重ねてきた練習
や経験してきたことが形となった。今後も上位入賞、上達
を目指して努力していきたい」と受賞の喜びを話してくれ
ました。さらなる活躍を期待します！

▼ご自宅で家族に囲まれ節目の誕生日を迎えた強さん

▲スマホの使い方についてレクチャーを受ける参加者の方

▼除雪機と記念撮影するめごたま園児たち

▼管打楽器ソロコンテスト東北大会予選で銀賞を受賞した栗田さん

▲昨年のU－14山形県大会で優勝し全国大会に出場した選手たち

▲今村さん（左）と正野さん（中央）が代表し寄附した

白岩土木建築㈱が交通安全教室を開催
めごたま園児が安全な交通を学ぶ

栗田陽美華さんが銀賞の快挙！
管打楽器ソロコンテスト東北大会

東日本中学生親善野球大会
金山中の選手が出場し健闘！

デジタルを使った介護予防に向けて
スマホ教室を開催

祝！大場強さんが100歳
町からお祝い金を贈呈

平成17年度金山中卒業生
育英資金に活用してほしいと町に寄附

広報かねやま　2023.2 ⑧広報かねやま　2023.2⑨

①

②

③ ④

食の力コーポレーション
にっぽんの宝物グランプリで受賞

ちから ホームページ
はこちらから
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▼
大
腸
Ｃ
Ｔ
検
査

　
大
腸
を
炭
酸
ガ
ス
の
注
入
に
よ
っ
て

拡
張
さ
せ
Ｃ
Ｔ
装
置
を
用
い
て
三
次
元

画
像
を
撮
影
し
ま
す
。
内
視
鏡
検
査
と

比
較
し
て
苦
痛
が
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に

大
腸
を
検
査
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

▼
胃
内
視
鏡
検
査

　
口
や
鼻
か
ら
内
視
鏡
の
細
い
管
を
通

し
、
胃
の
内
部
を
カ
メ
ラ
で
映
す
こ
と

に
よ
っ
て
病
変
や
異
変
が
な
い
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
現
在
は
胃

が
ん
検
査
の
中
で
も
っ
と
も
精
度
の
高

い
検
査
の
一
つ
と
し
て
、
健
康
診
断
や

人
間
ド
ッ
ク
の
際
の
が
ん
検
診
に
も
多

く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
健
診
事
業
】

▼
診
療
所
ド
ッ
ク

　
町
立
金
山
診
療
所
ド
ッ
ク
は
75
歳
以

上
の
男
性
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
75
歳

以
上
の
女
性
で
婦
人
科
検
診
を
受
け
な

い
方
も
対
象
で
す
。
ド
ッ
ク
は
病
気
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
す
。 
定
期
的

に
身
体
の
総
合
的
な
精
密
検
査
を
行
う

こ
と
で
、「
自
覚
症
状
の
な
い
病
気
」

や
「
将
来
的
に
引
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
疾
患
や
臓
器
の
異
常
」
な
ど
を
早
期

に
発
見
し
、
医
師
の
診
断
に
基
づ
い
た

早
期
治
療
・
予
防
を
行
い
ま
す
。

　
町
立
金
山
診
療
所
は
、
町
の
診
療
所

と
し
て
町
民
の
皆
様
の
た
め
気
軽
に
相

談
で
き
る
診
療
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

何
か
困
っ
た
こ
と
、
不
安
な
こ
と
が
あ

れ
ば
ご
相
談
下
さ
い
。

町立金山診療所だより

っとクリニック vol.168ほ

金山診療所の現在

町立金山診療所
　　主任看護師　佐藤　朗子

　
町
立
金
山
診
療
所
が
無
床
診
療
所
と

な
り
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
無
床
診
療
所
と
し
て
は
駆
け
出
し

で
す
が
、
昭
和
22
年
に
金
山
町
に
診
療

所
が
開
設
し
て
か
ら
75
年
が
経
過
し
て

い
ま
す
。

　
町
外
出
身
の
私
は
診
療
所
の
歴
史
の

長
さ
や
、
開
設
当
時
の
病
院
の
場
所
に

驚
き
ま
し
た
。
歴
史
の
あ
る
分
、
過
去

を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
未
来
の

構
築
へ
の
足
掛
か
り
を
築
い
て
い
き
ま

す
。
　
診
療
所
で
は
外
来
診
療（
内
科
、外
科
、

疼
痛
外
来
、
小
児
科
、
精
神
科
）
や
訪

問
診
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
各
種
検
査
】

▼
全
身
Ｃ
Ｔ
検
査

　
Ｘ
線
を
利
用
し
て
身
体
の
内
部
（
断

面
）
を
画
像
化
す
る
検
査
で
す
。

　
12
月
の
記
録
的
な
大
雪
か
ら
始
ま
っ
た
冬

の
シ
ー
ズ
ン
は
、
最
も
寒
さ
が
厳
し
く
な
る

大
寒
（
１
月
20
日
）
を
越
え
ま
し
た
が
、
本

格
的
な
雪
解
け
ま
で
は
し
ば
ら
く
か
か
り
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
気
を
つ
け
た

い
冬
道
の
走
り
方
と
、
春
に
向
け
た
準
備
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
冬
道
の
運
転
に
つ
い
て

▼
日
中
は
気
温
が
上
が
り
夜
は
冷
え
る
た

め
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に
注
意

　
交
差
点
や
橋
の
上
な
ど
は
特
に
ア
イ
ス
バ

ー
ン
が
発
生
し
や
す
い
状
態
で
す
。
早
め
の

ブ
レ
ー
キ
と
車
間
距
離
は
十
分
に
保
ち
ま
し

ょ
う
。

▼
車
に
積
も
っ
た
雪
は
走
行
前
に
落
と
し
ま

し
ょ
う

　
車
に
積
も
っ
た
雪
を
載
せ
た
ま
ま
走
行

し
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
際
に
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
に
滑
り
落
ち
視
界
が
遮
ら
れ
た
、
ま
た

は
ワ
イ
パ
ー
が
故
障
し
た
な
ど
の
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

▼
除
雪
後
の
雪
の
塊
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
除
雪
後
の
道
路
に
は
ま
れ
に
大
き
な
雪
の

塊
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接
触

す
る
と
車
両
の
破
損
な
ど
に
つ
な
が
る
ほ
か

運
転
手
な
ど
の
ケ
ガ
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

○
春
に
向
け
て
の
準
備
に
つ
い
て

▼
春
〜
秋
用
の
ワ
イ
パ
ー
、
サ
マ
ー
タ
イ
ヤ

な
ど
の
物
品
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　
秋
に
取
り
外
し
た
際
に
確
認
し
た
方
も
、

保
存
状
況
に
よ
っ
て
は
冬
期
間
で
劣
化
が
進

ん
で
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
洗
車
用
品
な
ど
を
事
前
に
購
入
し
て
お
き

ま
し
ょ
う

　
冬
道
を
走
行
し
た
車
は
鉄
粉
や
泥
な
ど
が

固
着
し
た
状
態
で
す
。
そ
の
ま
ま
の
状
態
で

い
る
と
塗
装
が
痛
ん
だ
り
、
足
回
り
な
ど
の

錆
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
用
具
を
一
式
揃
え
よ
う
と
す
る

と
結
構
な
費
用
に
な
る
こ
と
も
。
自
分
で
洗

車
す
る
方
は
、
必
要
な
も
の
を
計
画
的
に
購

入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
免
許
証
の
住
所
変
更
や
車
検
証
の
所
有
者

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
進
学
や
転
勤
な
ど
に
よ
っ
て
、
住
所
変
更

な
ど
が
あ
る
３
月
か
ら
４
月
は
、
何
か
と
忙

し
い
時
期
で
あ
る
た
め
、
免
許
証
の
住
所
変

更
や
車
両
の
所
有
者
変
更
な
ど
が
後
回
し
に

さ
れ
が
ち
で
す
。
免
許
更
新
の
は
が
き
な
ど

の
重
要
書
類
が
届
か
な
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
行
う
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

交
通
安
全
コ
ラ
ム　
第
８
回

ま
だ
ま
だ
続
く
雪
道
の
運
転

　
　
　
安
全
運
転
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う

　
金
山
住
宅
の
骨
子
は
、
当
時
少
な
く

な
り
つ
つ
あ
っ
た
伝
統
住
宅
と
調
和
す

る
外
観
を
、
町
民
建
築
主
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、
金
山
大
工
・
棟
梁
、
お
よ

び
建
築
士
が
協
力
し
て
ま
と
め
る
と
い

う
、
緩
や
か
で
自
由
な
正
に
金
山
町
を

象
徴
す
る
も
の
で
す
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
開
始
時
は
町
内
で
も
新

築
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
ま
し
た
。
金
山
住

宅
の
優
劣
を
競
う
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

は
、
１
次
で
地
元
大
工
・
棟
梁
・
建
築

関
係
者
が
10
軒
ほ
ど
選
び
、
２
次
審
査

の
段
階
で
婦
人
会
を
含
む
地
元
団
体
代

表
と
建
築
士
を
含
む
専
門
職
を
合
わ
せ

12
、
３
人
が
現
地
審
査
を
行
う
と
い
う

念
の
入
れ
方
で
し
た
。
１
９
８
０
年
か

ら
84
年
ま
で
の
５
年
間
の
２
次
審
査
物

件
が
86
軒
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
１
次
が
そ
の
倍
と
多
め
に
略
算
し

て
も
、
平
均
年
30
軒
ほ
ど
の
金
山
住
宅

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
金
山
住
宅
と
コ
ン
ク
ー
ル
の
連
動
は

特
徴
と
個
性
の
あ
る
都
市
を
形
成
す

る
も
の
と
し
て
国
交
省
（
旧
建
設
省
）

に
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
１
９
９
０
年
初
頭
の
バ
ブ
ル
崩
壊

と
そ
の
後
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
の
進

行
で
、
新
築
軒
数
は
大
幅
に
減
じ
て
い

ま
す
。

　
住
宅
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
も
金
山
町
景

観
条
例
も
今
な
お
存
在
・
存
続
し
て
い

ま
す
が
、
対
象
新
築
物
件
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
一
方
で
、
住
宅
が
足
り
な

い
と
の
話
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
い
ま
、
画
一
的
な
公
営
住
宅
を
増
や

す
事
よ
り
も
、
古
屋
を
改
修
し
て
再
生

す
る
こ
と
が
、
地
産
地
消
と
景
観
形
成

に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
改
修
工
事
は
費
用
が
掛
か
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
新
築
よ
り
も
安
く
で
き

る
方
法
を
先
ず
初
め
に
研
究
開
発
す
る

の
が
金
山
町
の
在
り
方
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
都
会
の
戦
後
住
宅
と
異
な

り
、
小
規
模
農
家
建
築
で
あ
っ
て
も
金

山
の
木
構
造
は
骨
太
で
あ
り
、建
築
士・

大
工
棟
梁
皆
さ
ん
の
腕
の
見
せ
場
に
も

な
る
筈
で
す
。
古
い
空
き
家
再
生
を
金

山
の
新
し
い
課
題
に
す
る
の
も
ま
た
街

並
み
づ
く
り
に
つ
な
が
る
一
考
で
あ

り
、
成
果
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
№
９
に
連
載
の
、「
私
の
家
」
が
築

52
年
目
を
迎
え
、
建
築
知
識
ビ
ル
ダ
ー

ズ
誌
１
１
０
号
に
14
頁
に
亘
り
掲
載
、

ま
た
昨
年
12
月
３
日
Ｊ
Ｉ
Ａ
日
本
建
築

家
協
会
ア
ー
バ
ン
ト
リ
ッ
プ
で
２
時
間

の
オ
ン
ラ
イ
ン
紹
介
内
１
時
間
30
分
の

下
手
な
お
喋
り
を
し
ま
し
た
。
近
く

YouTube

で
発
表
さ
れ
ま
す
。
故
和

田
啓
棟
梁
の
仕
事
ぶ
り
が
詳
し
く
見
ら

れ
ま
す
。

ー
わ
た
し
と
金
山
ー

林　
寛
治

か
ん　

じ

金
山
町
住
宅
建
築
コ
ン
ク
ー
ル
の

未
来
と
金
山
住
宅
に
つ
い
て

№14

　
１
９
７
６
年
竣
工
の
め
ば
え
幼
稚
園

（
現
・
め
ご
た
ま
・
め
ば
え
の
森
）
と

１
９
７
７
年
の
金
山
町
保
育
園
増
改

築
（
現
・
金
山
ハ
ウ
ス

－

支
援
施
設
）

完
成
の
時
期
は
、
日
本
全
体
の
景
気
が

再
度
上
向
い
て
き
て
お
り
、
金
山
町
内

で
は
積
雪
寒
冷
期
の
山
形
・
仙
台
・
東

京
方
面
へ
の
出
稼
ぎ
収
入
増
加
に
よ

り
、
住
宅
新
築
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

　
金
山
町
商
工
会
主
催
と
金
山
町
が
後

援
し
て
始
ま
っ
た
金
山
町
住
宅
建
築
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
金
山
大
工
が
金
山
杉
を

使
用
し
て
造
る
金
山
住
宅
に
よ
り
、
地

産
地
消
と
景
観
形
成
を
重
ね
て
推
奨
す

る
と
い
う
画
期
的
な
目
標
を
も
っ
て
、

１
９
７
８
年
に
始
動
し
ま
し
た
。
１
９

６
３
年
に
先
行
し
て
始
ま
っ
た
岸
英
一

町
長
に
よ
る
金
山
町
美
化
運
動
の
発
展

型
と
し
て
、
町
と
町
民
一
体
の
主
導
に

よ
る
質
実
伴
っ
た
新
築
住
宅
を
供
給
・

確
保
し
、
景
観
形
成
を
図
る
ま
ち
づ
く

り
が
胎
動
し
た
の
で
す
。

▲1970年私の家建設中の和田啓棟梁、
　大工・斎藤吉見君、樋渡八郎君

▲1970年私の家木造部、屋根工事終了時の姿
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お知らせ掲示板

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
！

町
に
お
け
る
交
流
人
口
拡
大
方
策
の
在
り
方
を

学
ぶ
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

町
職
員
が
取
り
組
ん
だ
「
事
業
見
直
し
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
よ
る
旧
中
央
公
民
館
の
利
活
用
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
町
民
の
方
は
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日　
時　
２
月
27
日
（
月
）
15
時
〜
17
時

▼
場　
所　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

▼
内　
容　
①
講
話
「
道
の
駅
猪
苗
代
」
の
設

立
か
ら
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
②
報
告　
旧
中
央
公
民
館
跡
地
の

利
活
用
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
③
意
見
交
換

問　
役
場
総
務
課　
総
務
係

　
　
☎
29

－

５
６
０
０

山
形
県
水
資
源
保
全
条
例
に

基
づ
く
事
前
届
け
出
に
つ
い
て

町
内
の
民
有
林
の
土
地
売
買
や
開
発
行
為
等
を
行

お
う
と
す
る
場
合
は
、
県
へ
の
事
前
の
届
出
が
必

要
で
す
。
森
林
を
所
有
し
て
い
る
方
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
最
上
総
合
支
庁　
環
境
課

　
　
☎
29

－

１
２
８
５

広報かねやまに広告を掲載しませんか？
<広告のサイズと広告料>
  ・縦42㎜×横84㎜　　広告料（１回） 5,000円
  ・縦42㎜×横171㎜　広告料（１回）10,000円
　詳しくは担当までお問合せください
 お問い合わせ　総務課広報情報係　☎29－5601

広告 広告

口座振替
２月27日（月）

納期
２月28日（火）まで

◆国民健康保険料  第８期

忘れずに納付しましょう。

今月の納期

金山町育英会奨学生を募集します！

▼制度について詳しくは、下記担当までお問合せください。

問 金山町育英会事務局（中央公民館・改善センター内）　☎32－0075

町内に住所を有する者の子弟であって、学校教育法に規定する４年制大
学、短期大学および専門学校に在学、または進学し、成績優秀（高校の
評点：3.5以上）、品行方正な者。
①４年制大学　４万円／月、②短大・専門学校等　３万円／月
　※上記は令和４年度貸与額であり、変更になる場合があります

一次募集：令和５年２月３日（金）～令和５年２月２８日（火）
二次募集：令和５年３月１日（水）～令和５年３月２４日（金）

在学する大学・短大・専門学校等の最短修業年限の終期まで

提出書類等の様式は金山町育英会事務局（中央公民館内）にあります。

奨学生は、書類審査と保護者同伴面接を経て決定します。

対象者

貸与額

貸与期間

返還の免除

申込方法

募集期間

奨学金の決定

令和５年４月入学者分から制度が変更になります！
※現在奨学生として大学等に在学中の皆さんは、入学（認定）時の制度が適用されます。
以下のいずれも満たした場合に、貸与した奨学金の半額が返還免除にな
ります。
①大学等（大学・大学院・短大・専門学校）卒業後１年以内に金山町に住み、
５年間以上継続して居住すること
②公務員以外の職業（勤務地は町外可）に５年間以上継続して就労する
こと

会計年度任用職員を募集します
採用申込書や詳細はホーム
ページをご確認ください。

集落支援員１名（新規）　※会計年度任用職員

令和５年４月１日以降

•採用申込書•その他必要書類

書類選考および面接により採用を決定する

金山町集落支援員設置要綱に基づく、地域支援（とくに健康スポーツ）に関す
る活動
地域の実情を理解している者、もしくは理解しようと努力する姿勢を持ってい
る者であり、かつ、地域の活性化に深い熱意をもって積極的に活動できる者
（1）勤務場所・時間　金山町教育委員会　８時30分～17時（原則）
（2）雇用期間　任用の日から令和６年３月31日までとし、活動に取り組む
　　　　　　　 姿勢、事業成果等により任用を更新する
（3）報償費等　月額156,300円（初年度）、期末手当、その他費用弁償等
（4）待遇・福利厚生等　社会保険等に加入、年次有給休暇有り

募集人員

採用予定日

業務概要

応募資格

勤務条件

申請書類

採用の方法

問 役場総合政策課 政策推進係　☎29－5602
　 教学課 社会教育係　　　☎52－2902●集落支援員を募集します

調理員７名　※パートタイム会計年度任用職員

令和５年４月１日以降

調理業務、物資納入、衛生管理

年齢・性別は不問。普通運転免許取得

募集人員

採用予定日

業務概要

応募資格

勤務条件

申請書類

採用の方法

問 役場総務課 総務係　☎29－5600●調理員を募集します

申込受付期間 ２/３㊎～２/21㊋

（1）勤務場所・時間　給食センター　８時～16時30分（原則）
（2）雇用期間　１会計年度（４月～翌年３月）を基本とする
　　　　　　　 業務の必要性や任用期間中の勤務状況により任用を更新する
（3）報償費等　月額131,900円～、期末手当、その他費用弁償等
（4）待遇・福利厚生等　社会保険等に加入、年次有給休暇有り

•採用申込書•その他必要書類

書類選考および面接により採用を決定する



『ぼくはトゲだらけ。ぼくはいちばんおおきくてするどい
トゲにするんだ。そしたらだれもぼくに手を出さない。ぼ
くとしゃべろうとする人もいない。ぼくの方から近寄るこ
ともできない。だからぼくはひとりぼっち。トゲがなくな
ったらぼくも笑える…？にっこり笑顔で言いたいことがあ
るんだ』【怒り】は一見攻撃的に見えますが、そのもとを
たどれば自己防衛の感情です。トゲトゲくんは本当は心優
しく繊細で傷つきやすい子です。怒ることで無意識のうち
に自分を守ろうとします。トゲを抜いて勇気を出して話し
掛けてください。コミュニケーションが苦手な人たちへ勇
気をくれる絵本です。

「森の子ども図書コーナー」
交流サロンぽすと内

『トゲトゲくんはね、』
（クォン・ジャギョン／作
　ハワン／絵
　パイインターナショナル）

「図書室だより」
中央公民館内　9：00 ▶ 16：00
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星
川
　
キ
エ
子

孫
帰
宅
俄
か
お
で
ん
に
具
の
足
さ
れ

冬
温
し
大
慈
大
悲
の
限
り
な
く

岸
　
　
あ
き
子

膝
に
来
て
忽
ち
寝
息
炬
燵
の
児

湯
婆
に
脚
を
揃
へ
て
睡
り
け
り

高
橋
　
　
洋
子

新
手
帳
買
ひ
て
ワ
ク
ワ
ク
暮
の
街

迎
春
に
少
し
早
め
の
大
掃
除

鵜
沼
　
よ
し
子

除
雪
車
が
路
肩
に
散
ら
す
雪
の
花

切
株
に
杣
の
昼
餉
の
牡
丹
餅

阿
部
　
　
一
代

悪
し
き
事
然
程
無
く
し
て
年
暮
れ
る

白
き
も
の
降
り
て
山
里
冬
に
入
る

栗
田
　
　
弥
超

山
茶
花
の
咲
み
て
出
向
ふ
湯
治
宿

雪
吊
の
影
逆
し
ま
に
水
鏡

荒
　
屋
　
阿
部
　
　
勝
子

ひ
と
り
ご
と
思
案
に
暮
れ
る
冬
紅
葉

春
見
へ
ぬ
コ
ロ
ナ
終
息
願
ふ
日
々

ほ
ん
の
り
と
肌
に
沁
み
い
る
柚
子
湯
か
な

荒
　
屋
　
関
　
　
喜
美
子

来
る
年
も
一
喜
一
憂
越
へ
る
坂

一
年
の
息
災
願
ふ
柚
子
の
風
呂

静
け
さ
や
明
け
て
三
日
の
無
氷
林

菅
　
越
　
庄
司
　
け
み
子

つ
か
の
間
や
一
陽
来
復
春
の
山

暮
早
し
急
ぐ
我
家
の
遠
灯
り

山
里
や
一
夜
に
積
も
る
雪
の
嵩

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

師
走
空
ど
こ
へ
帰
る
や
渡
り
鳥

降
る
雪
に
狭
庭
の
植
木
衣
替

鳥
も
来
ぬ
畑
に
残
り
し
木
守
柿

七
日
町
　
柴
田
　
　
栖
静

年
の
瀬
や
明
日
を
頼
み
と
え
り
た
だ
す

来
る
年
を
幸
せ
願
い
手
帳
買
ふ

除
夜
の
鐘
重
き
響
に
手
を
あ
わ
す

上
　
台
　
阿
部
　
　
一
歩

初
夢
は
老
楽
飾
る
恋
の
文

コ
ロ
ナ
禍
や
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
冬
の
空

春
待
つ
や
崩
れ
体
に
八
十
路
坂

　去る、令和４年11月26日、アートホテル日暮里・ラングウッド（東京都荒
川区）において、最上地域ふるさと連合会総会が開催されました。
最上地域ふるさと連合会は山形県人東京連合会の加盟団体で、東京金山会は本
連合会へ参加しています。これまで年１回、総会が開催されていましたが、コ
ロナの影響により、３年ぶりの開催となりました。
　新庄市をはじめ、最上地域８市町村の自治体・各ふるさと会の関係者が参加
し、金山町からは佐藤英司町長、矢口政一町議会議長が来賓参加されました。
東京金山会からは同連合会相談役・阿部保吉さんはじめ、役員４名が参加しま
した。同連合会全体としても、３年ぶりに一堂に会する総会となりました。
　総会では、連合会佐藤正明会長、山形県関係者の来賓から挨拶があり、最上
地域全体を連合会と連携しさらに盛り上げ活性化へ貢献していくことがあらた
めて確認されました。総会後の懇親会は、３年ぶりの開催ということもあり、
仲間との久々の交流を楽しむ機会となりました。
　各ふるさと会も昨年から活動を再開しており、東京金山会としても「かねや
ま市」のような独自の取り組みを紹介するなど、今年はより一層、各関係団体
と連携していければと考えています。

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
七
一
回

金
山
杉
俳
句
会
報
　
第
四
七
一
回

か
ね
や
ま
紅
風
会

か
ね
や
ま
紅
風
会

ぶ
ん
げ
い

に
わ

ぬ
く

ゆ
た
ん
ぽ

む
ひ
ょ
う
り
ん

ら
い
ふ
く

い
ち
よ
う

と
う
あ
か

か
さ

こ
ろ
も
か
え

さ
に
わ

こ
も
り

か
き

を
い
ら
く

や

そ

じ

さ
か

東京金山会通信 №46

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
い
合
わ
せ

東京金山会のページに
アクセス！

▲総会会場の様子

▲懇親会で交流を深めた参加者の皆さん

『
月
の
立
つ
林
で
』

（
青
山
美
智
子
／
ポ
プ
ラ
社
）

つ
ま
ず
い
て
ば
か
り
の
日
常
の

中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
耳
に
し
た
の
は

タ
ケ
ト
リ
・
オ
キ
ナ
と
い
う
男
性

の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
『
ツ
キ
な
い

話
』
だ
っ
た
。

似
て
い
る
よ
う
で
ま
っ
た
く
違

う
、
新
し
い
一
日
を
懸
命
に
生
き

る
あ
な
た
へ
。

月
に
関
す
る
語
り
に
心
を
寄
せ
な

が
ら
、
彼
ら
自
身
も
彼
ら
の
思
い

も
満
ち
欠
け
を
繰
り
返
し
、
新
し

く
て
か
け
が
え
の
な
い
毎
日
を
紡

い
で
い
く
。

『
に
ゃ
ん
こ
四
字
熟
語
辞
典
』

（
西
川
清
史
／
飛
鳥
新
社
）

世
界
中
か
ら
集
め
た
激
カ
ワ
に
ゃ

ん
こ
写
真
に
四
字
熟
語
の
ツ
ッ
コ

ミ
が
！
大
胆
不
敵
、
一
心
不
乱
、

無
我
夢
中
。
可
愛
い
に
ゃ
ん
こ
写

真
と
合
わ
せ
て
み
れ
ば
、
い
か
め

し
い
漢
字
の
羅
列
が
と
っ
て
も
ユ

ー
モ
ラ
ス
に
見
え
て
く
る
。
子
ど

も
た
ち
が
四
字
熟
語
を
覚
え
る
の

に
も
役
に
立
つ
か
も
！
猫
好
き
必

見
。
か
わ
い
い
に
ゃ
ん
こ
の
姿
は

垂
涎
も
の
で
す
！

№204

「最上地域ふるさと連合会」総会に参加しました

Facebook

で
活
動
を

発
信
し
て
い
ま
す
！

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て

く
だ
さ
い
！

的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
ヨ
ガ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
屋
外

で
の
ス
ポ
ー
ツ
が
制
限
さ
れ
る
季
節
に

身
体
を
動
か
す
機
会
を
準
備
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
伊
藤
淳
子
先
生
（
N
P
O
法

人
さ
け
が
わ
友
遊
ク
ラ
ブ
）
は
、
多
目

的
ホ
ー
ル
を
「
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で

身
体
を
動
か
す
広
い
場
所
が
あ
り
羨
ま

し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
環
境
が
町
に
あ
る
事
へ
の

感
謝
と
、
も
っ
と
施
設
を
有
効
に
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
う
か
と
い
う
気
持

ち
を
伊
藤
先
生
と
の
お
話
の
中
で
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

　
ウ
ィ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
も
ア
ク
テ
ィ

ブ
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

　
中
央
公
民
館
で
は
12
月
１
日
〜
２
月

１
日
ま
で
の
期
間
に
「
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
タ
イ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
デ
ス
ク
チ
ェ
ア
を

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
に
替
え
、
10
時
と
15

時
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
取
り
組
み
で

す
。
来
庁
さ
れ
た
際
に
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー

ル
に
座
っ
て
い
る
私
た
ち
を
見
か
け
て

気
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
健
康
増
進
を
大

き
く
前
に
推
し
進
め
て
い
こ
う
と
い
う

町
の
取
り
組
み
に
、
中
央
公
民
館
の
職

員
が
団
結
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
自
身
の
体
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
気

に
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
日
常
の

生
活
か
ら
健
康
へ
の
意
識
を
持
ち
、
ア

ク
シ
ョ
ン
を
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
様
に
運
動
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
、
雰
囲
気
を
準
備
す
る
事
も

健
康
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
大
切
な
要

素
だ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
月
か
ら
は
改
善
セ
ン
タ
ー
の
多
目

集落支援員
菅　一生

環境と雰囲気

金山町
集落支援員

スタンディングタイムプロジェクトの様子

ギネス世界記録2023（クレイグ・グレンディ）
香君 上（上橋菜穂子）
香君 下（上橋菜穂子）
光のとこにいてね（一穂ミチ）

ザリガニの鳴くところ（ディーリア・オーウェンズ）
教誨（柚月裕子）
91歳の現役医師がやっている一生ボケない習慣（松原英多）
本当の自由を手に入れる　お金の大学（両＠リベ大学長）
クタクタな心と体をおいしく満たす　いたわりごはん（長谷川あかり）

※（　　）内作者名

２
月

新
刊
本

＼今月は９冊！／



▼
少
し
ず
つ
で

す
が
、
日
も
長

く
な
っ
て
い
る

気
が
す
る
今
日
こ
の
ご
ろ
。
暦

の
上
で
は
も
う
春
で
す
が
ま
だ

ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
暖
か
い
春
の
陽
射
し
が
待

ち
ど
お
し
い
で
す
ね
。

▼
年
始
に
引
い
た
お
み
く
じ
は

大
吉
で
し
た
！
幸
先
い
い
な
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
早
々
に
体

調
を
崩
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
、
ど
ち
ら

も
流
行
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
手
洗
い
う
が
い
、
消
毒
を
徹

底
し
て
、
休
め
る
時
は
身
体
を

休
め
、
日
々
を
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
ね
。

編
集

 

後
記

祝祭日には　　　　　　 を掲げましょう

金山町の人口は、 4,981人 （12月末現在）
男　性　2,456 人（－７）
女　性　2,525 人（－９）
世帯数　1,710 世帯

▼12月の異動
　出生 2　人
　死亡 13　人
　転入 9　人
　転出 14　人

■
編

集
・

発
行

／
山
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金
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町
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場
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Photo Snap

今季も大活躍！
金山中スキー部・金山校スキー部
１月に開催された山形県中学校・高等学校
スキー大会において、金山中スキー部、新
庄南高金山校スキー部の選手たちが数多く
入賞しました。

今後も選手たちの活躍が期待
されます。引き続きご声援を
よろしくお願いします！
大会の結果はこちらから
ご覧いただけます。

山形県スキー協会▶

中学男子リレー５㎞　第１位
（堀昴葵選手、柿崎仁選手、矢口琥太郎選手、小向尊成選手）

高校男子リレー 10km　第１位　
（大場顕真選手、渡部凜選手、小沼我央選手、横瀬愛将選手）

中学男子５kmフリー
第１位　矢口  琥太郎 選手

中学女子リレー３㎞　第１位
（近岡心結選手、佐藤妃菜選手、髙橋灯里選手）

中学男子５kmクラシカル
第１位　柿崎  仁 選手

中学女子３㎞クラシカル
第２位　髙橋  灯里 選手

小沼  永輝 選手渡部  凜 選手

高校男子10kmフリー
第１位　大場  顕真 選手

高校男子10kmクラシカル
第１位　小沼  我央 選手 横瀬  愛将 選手 星川  怜桜 選手

金山中学校スキー部
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